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第1回PF会議に向けた事前アンケート結果:取組状況1-1
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• 回答のあった32市町村のうち、成果連動型事業の導入実績がある市町村は、鎌倉市、平
塚市、横浜市の3市。
 鎌倉市:生活保護受給者ＱＯＬ向上、庁舎管理に関わるコストマネジメント
 平塚市:生活習慣病予防
 横浜市:遠隔健康医療相談による母親の不安解消等

28

3

2

1

0

0 5 10 15 20 25 30

関心はあるが、

導入に向けた検討はしたことがない

導入実績がある

過去に導入に向けた

検討をしたことがある

導入に向けた検討をしている

関心がない

神奈川県下市町村におけるPFSの取組状況



第1回PF会議に向けた事前アンケート結果:特に注目している事業領域1-2
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• 回答のあった32市町村のうち、成果連動型事業の導入に向けた関心を有する市町村が特
に注目している事業領域は以下のとおり。
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第1回PF会議当日アンケート結果:広域連携での実施への関心2-1
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• 事後回答を含む38件の回答のうち25件が、広域連携での成果連動型事業の実施に関心を
有する。
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第1回PF会議当日アンケート結果:PFS導入に向けた課題2-2
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• 成果連動型事業の導入に向けた課題としては、「適切な事業の成果評価が難しい」、
「成果連動型民間委託を導入するための予算の確保が難しい」との意見が多く聞かれた。
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第1回PF会議当日アンケート結果:PF会議で取り上げてほしい内容2-3
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成果連動型事業の仕組み

成果連動型事業を導入するメリット、効果

既に実施されている事業モデルの詳細

成果連動型事業の導入に当たっての進め方

補助金やアクションプラン（ガイドライン作

成や支援策等）等の政府の動向

PF会議で取り上げてほしい内容

• PF会議で取り上げてほしい内容としては、「補助金やアクションプラン等政府の動向」、
「成果連動型事業の導入に当たっての進め方」、「既に実施されている事業モデルの詳
細」、「成果連動型事業を導入するメリット、効果」を期待する回答が多かった。



第1回PF会議当日アンケート結果:県に期待する役割2-4

8

3

9

12

16

18

18

23

27

0 5 10 15 20 25 30

その他

成果連動型事業に関する周知、啓発

成果連動型事業を行う事業分野の提示

モデル事業の組成

事例収集

事業の広域化（都道府県事業化など）

ガイドライン・マニュアル作成

財政支援（基金創設を含む。）

県に期待する役割

• 県に期待する役割としては、「財政支援」への期待が高く、その他、「ガイドライン・
マニュアル作成」、「事業の広域化」、「事例収集」、「モデル事業の組成」への期待
が続いている。


